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研究成果の概要（和文）：本研究では，情報通信機器の利用を通じてデジタルワールドに形成される自分自身の分身を
表すデジタルマイセルフという新たな概念を導入するとともに，オープンソースeポートフォリオシステムやラーニン
グアナリティクスに関する最新動向も取り入れながら，デジタルマイセルフの形成過程におけるリアルワールドで生き
る自分自身とのインタラクションに関する基礎的な理論・基盤技術の開発をオーセンティシティに着目して行った．

研究成果の概要（英文）：Now that information and communication technologies such as the Internet, PCs, 
and smart phones are widely used in daily life, our activities in the real world are reflected and 
becoming more observable through activities in the digital world. However, the one-way flow of 
information from the real world to the digital world has introduced a serious identity crisis due to the 
uncontrollable distribution of information about each of us in the digital world. If we could create a 
virtual identity to reflect our real identity in a continuously interactive way, we would be able to 
maintain both identities in the real and digital worlds more consistently and meaningfully.
This study developed the basic concept of Digital Myself as the development of a virtual identity by 
using ICT to parallel and reflect the self living in the real world, and Open Source-based information 
infrastructure for the interaction of internal, external, and mirrored representations of the self as 
Authenticity.

研究分野： 教育工学，メディア情報学，情報基盤工学
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１． 研究開始当初の背景 
 

インターネットや PC，携帯電話，スマー
トフォンなどの情報通信機器が普及し，日々
の生活の様々な場面で利用されるようにな
ったことにより，アナログワールドにおける
我々人間の活動の多くがデジタルワールド
に反映されるようになってきている．例えば，
Facebook や Twitter のようなソーシャルメ
ディアの出現により，アナログワールドにお
ける日々の様々なアクティビティを文字や
写真としてをデジタルワールドに残すこと
ができるようになってきている． 

しかしながら，アナログワールドからデジ
タルワールドへの一方向の情報フローは，自
己に関する情報が様々なところに様々な形
で散在するという深刻なアイデンティティ
危機を引き起こし始めている．もし，アナロ
グワールドにおける自己をデジタルワール
ドに反映した「仮想的な自己」として長期的
かつ継続的に形成することができれば，アナ
ログワールドにおける自己の価値や現状に
真摯に向き合い，一貫したより意味ある形で
「よりよき自己」を継続的に追究できる可能
性がある． 
 
２．研究の目的 
 
  本研究では，情報通信機器の利用を通じて
デジタルワールドに形成される自分自身の
分身を表す「デジタルマイセルフ」という新
たな概念を導入する．そして，デジタルマイ
セルフの形成過程におけるリアルワールド
で生きる自分自身とのインタラクションや，
デジタル・リアル双方における他者や情報サ
ービスとのインタラクションを通じて，リア
ルワールドに生きる本人の能力を高め，生活
の質を高めることが可能なパーソナルデベ
ロプメント支援情報環境を，フォリオシンキ
ングによる英語ボキャブラリ形成を題材に
構築する．これにより，多数の人々が生きな
がら生きた証としてデジタルマイセルフを
長期的かつ継続的に形成するための課題を
定式化・解決しながらを実践的に取り組む． 
 
３．研究の方法 
 
アナログワールドに生きる自己とそのデジ

タルワールドでの投影であるデジタルマイ
セルフの「内的・外的オーセンティシティ 
(Internal and External Authenticity)」の
形成に焦点をあてた基礎理論・基盤技術を開
発しながら以下の3つのフェーズに分けて推
進する: 
(1) フェーズ 1: アナログワールドに生きる
自己とその投影であるデジタルマイセルフ
の内的オーセンティシティ(自分自身を正し
く認識しているかどうか)の形成 
(2) フェーズ 2: リアルワールドに生きるメ
ンターやそのデジタルマイセルフとの外的

オーセンティシティ(自分自身が思う自分を
他人が正しく認識しているか)の形成 
(3) フェーズ 3: 多数のデジタルマイセルフ
を通じて形成される集合知との外的オーセ
ンティシティ(自分自身が思う自分を社会が
正しく認識しているか)の形成． 
 
４．研究成果 
 
当初予定していた評価実験までは到達でき

なかったものの，オープンソース eポートフ
ォリオシステム Karuta やラーニングアナ
リティクスに関する最新動向も取り入れな
がら，オーセンティシティに着目した基礎的
な理論やオープンソースを用いた基盤技術
の開発を行うことができた．特に，Karuta は，
大学におけるオープンソースの利活用を進
める Apereo Foundation において次世代オ
ープンソースポートフォリオシステムとし
て位置づけられており，世界的に注目される
プロジェクトに発展している． 
 

図 1：オーセンティシティの定義 
 
(1) 獲得すべき言葉と未知語を明確にしな

がら学習し，獲得した言葉とそのエビデ
ンスをポートフォリオとして蓄積する
ためのeポートフォリオシステムの現状
を調査した．特に，オープンソース学習
支援システム Sakai に組み込まれてい
た Open Source Portfolio (OSP) の動
向や，Sakai の後継システムとして開発
されていた Sakai OAE (Open Academic 
Environment) によるポートフォリオ機
能の実装の動向を詳しく調査した． 

 
(2) HEC Montreal 大学が開発したオープン

ソース e ポートフォリオシステム WAD 
(後に Karuta) を用いたeポートフォリ
オ基盤開発を行った．これは，(1) の調
査結果に基づくもので，WAD のポートフ
ォリオ設計の柔軟性・容易性， OSP 開
発コミュニティの縮小・消滅，OAE ベー
スのポートフォリオ機能開発可能性の
消滅，OAE プロジェクトそのものの見直
し等から判断したものである． 

 
(3) e ポートフォリオシステムをベースにし



たフォリオシンキングにより，内的オー
センティシティを高める手法を開発す
るための基本的な概念をまとめた．将来
的には，学習者の人生哲学にも踏み込ん
だ議論も必要であると考えている． 

 

図２：ボキャブラリポートフォリオの概念 
 
(4)  連携体制を構築している米国 Three 

Canoes 社の ESL (English as a Second 
Language) 専門家とともに Karuta ベ
ースでボキャブラリ形成実験のための
プロトタイプシステムを構築した．シス
テムは，Karuta Version 1.1 の機能を
もとに，50 語彙からなるものとなってい
る． 

 
(5)  オーセンティシティの形成に必要とな

るインタラクションデータのセンシン
グをオープンスタンダードベースで行
う た め に ，  IMS Learning Global 
Consortium が策定を進めているラーニ
ングアナリティクス標準規格 Caliper 
に関する調査・検証を進めた．特に，
Caliper が現在策定している Sensor 
API とプロファイルは，学習者の学習活
動を適切にデータ化するためには極め
て重要である．将来的にはオーセンティ
シティを保つためのプロファイル設計
を議論・実装する必要があると考えてい
る． 

 
(6) 評価実験の実施に向けて京都大学の学

部・大学院レベルの学生の積極的な参加
を募るため，オープンソース学習支援シ
ステム Sakai をベースにした学習支援
システム PandA (People and Academy) 
の改善を進めた．その結果，2014 年度末
までに約 480 科目，約 57％の履修者が利
用するまでに拡大した． 

 
(7) モバイル環境においても，聴覚的・視覚

的・作業的なインタラクションが行える
ようにするため，モバイル端末専用アプ
リケーションを統一的に開発可能な 
Jasig uMobile をベースとしたパーソナ
ライゼーション基盤の開発を行うとと
もに，WAD や 日本語版 Sakai のモバイ
ル環境での利用について検証した（図
３・図４参照）．しかしながらこの分野

の技術動向は極めて早く，仮に iPhone 
アプリとして実装したとしても頻繁に
行われる iOS のバージョンアップにど
う追従するか多くの課題がある．現在急
速に普及しつつある HTML5 での実装が
最も将来性のある実装方法になりつつ
ある． 

図３：Mobile PandA (uMobile 版) 

図４：Mobile PandA (HTML 版) 
 
(8) 語学学習に係るビデオ教材を格納する

ため，オープンソースビデオプラットフ
ォーム Kaltura を用いた教材配信サー
バの構築・検証を進めた．将来的には，
全国共同利用サービスとして実装でき
る方向でさらなる検討を進めている． 
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